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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年7月5日(2018.7.5)

【公開番号】特開2018-39909(P2018-39909A)
【公開日】平成30年3月15日(2018.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-010
【出願番号】特願2016-174727(P2016-174727)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/40     (2018.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/42     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    8/46     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月23日(2018.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
［実施例１－３］
　撹拌機、還流冷却器、滴下ロートおよび温度計を備えた１Ｌセパラブルフラスコに、Ｒ
ｉｃｏｎ１３０ＭＡ（Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｙ社製、数平均分子量２，７００、上記式（１
）、（３）、（４）の構成単位で構成され、（１）／（３）／（４）＝６７／５／２８）
２０７ｇ、白金－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン錯体の
トルエン溶液（白金原子として０．５×１０-5ｍｏｌ）を納め、トリエトキシシラン８２
ｇを内温７５～８５℃で１時間かけて滴下した。その後、８０℃で３時間熟成を行った。
熟成終了後、減圧濃縮および濾過し、粘度５，２００ｍＰａ・ｓ、数平均分子量３，８０
０の褐色濁液体を得た。数平均分子量の結果より、得られたシラン変性共重合体は、下記
式（１）、（３）、（４）、（８）で表される構成単位で構成され、（１）／（３）／（
４）／（８）＝６７／５／１４／１４であることが示唆された。得られたシラン変性共重
合体をシラン変性共重合体Ｃとする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
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【化８】

（式中、アスタリスク＊は、上記と同じ意味を表す。）
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